
　　　　

最近の金融・資本市場制度の整備、改善への取組み状況等の概要

リーマンショック
（平成20年９
月）

　金融審議会「我が国金融業の中長期的な在り方に関するＷＧ」
　　　　　　　　　　　　（平成23年６月検討開始）
　
　　　　　○我が国における金融業の国際競争力の強化
　　　　　○国民のニーズに合った金融サービスの提供
　　　　　○地域経済における金融機能の向上

一方で、我が国金融システム及
び金融業には課題も・・・

「新成長戦略～「元気な日本」復活のシナリオ」
（平成22年６月）：
７つの戦略分野の一つとして「金融戦略」を位置付け

　　　　「金融・資本市場競争力強化プラン」（平成19年12月）

○競争力強化の必要性
・少子高齢化が進展する中、我が国経済の持続的な成長の為には、家計部門の
金融資産への適切な投資機会の提供や、内外の企業等への適切な成長資金の
供給が必要
・国際的な市場間取引が一層激化する中、我が国市場の競争力の強化が課題
・金融サービス業が高い付加価値を生み出す産業として日本経済への貢献を期
待

○「金融・資本市場競争力強化プラン」の柱
Ⅰ．金融・資本市場の信頼と活力
Ⅱ．金融サービス業の活力と競争を促すビジネス環境
Ⅲ．より良い規制環境（ベター・レギュレーション）
Ⅳ．市場をめぐる周辺環境

○市場発の金融危機への対応の為の方策
１．危機の要因となりうる不均衡の蓄積を予防する
　ための方策（非規制分野への適切な規制等）

２．危機の伝播を抑制するための方策（市場インフ
　ラの再構築等）

３．マクロ健全性の観点からの規制・監督の充実
　（中銀との連携強化等）

４．実体経済への波及に対応するための方策
　（中小企業を含めた企業金融の円滑化等）

金融審議会基本問題懇談会報告（平成21年12月）

●金融商品取引法改正（平成22年）

・店頭デリバティブ取引等に関する清算機
関の利用の義務付け　等

●金融商品取引法改正（平成20年）

・ＥＴＦの多様化
・プロ向け市場の創設　等

金融資本市場及び金融産業の活性化等のためのアク
ションプラン～新成長戦略の実現に向けて～
（平成22年12月）

○金融の役割
・実体経済を支えること
・金融自身が成長産業として経済をリードすること

○アクションプランの３本柱
Ⅰ．企業等の規模・成長段階に応じた適切な資金供給
Ⅱ．アジアと日本とをつなぐ金融
Ⅲ．国民が資産を安心して有効に活用できる環境整備

●市場安定化等の為の緊急的な措置

・空売り規制の強化
・銀行等保有株式取得機構の活用
・改正金融機能強化法の活用　等

○金融システムの課題
・経済の持続的成長への寄与・
　国民の資産形成への貢献
・我が国金融・資本市場の国際
　的な競争力強化等

○金融業の課題
・企業の価値創造を支援する金
　融の指向等

東日本大震災
（平成23年３月） 　欧州債務問題

日本再生の基本戦略～危機の克服とフロン
ティアへの挑戦～（平成23年12月）
○新たな資金循環による金融資本市場の活性
化
・ 官民連携による成長マネーの供給拡大
・ 総合的な取引所（証券・金融・商品）の創設の推進
・ 保険会社の成長力・競争力強化
・ 不動産投資市場の活性化による資産デフレの脱却
・ 「資本性借入金」の積極的活用
・ 銀行、証券会社等の金融仲介機能の強化
・ 「成長ファイナンス関係閣僚会議（仮称）」の設置

市場競争力の強化の為の施策の推進
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